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本
来
、
国
民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
厚
生
省
は
、
国
民
生
活
に
最
も
密
着
し
た
官
庁
と
し
て
、
国
民

に
と
っ
て
必
要
な
試
験
・
研
究
・
教
育
を
実
施
す
る
責
務
が
あ
る
。
し
か
し
、
再
編
案
は
国
民
本
位
の
厚
生
行
政
の
推
進
と
い

う
理
念
が
根
本
的
に
欠
如
し
て
お
り
、
本
来
厚
生
省
に
お
い
て
必
要
な
試
験
・
研
究
・
教
育
を
充
実
・
発
展
さ
せ
る
方
向
で
は

な
く
、
後
退
・
縮
小
・
切
り
捨
て
へ
と
向
か
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
国
民
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
領
域
や
専
門
職
員
が
失 

こ
の
再
編
案
は
厚
生
省
の
七
試
験
研
究
機
関
及
び
特
殊
法
人
社
会
保
障
研
究
所
を
統
廃
合
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
十
月

二
十
四
日
の
衆
議
院
厚
生
委
員
会
で
の
質
疑
で
も
指
摘
し
た
が
、
当
事
者
で
あ
る
研
究
者
・
職
員
と
の
事
前
の
話
し
合
い
が
な

い
ま
ま
に
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
な
議
論
も
な
い
ま
ま
に
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
一
方
的
・
唐
突
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
場

の
研
究
者
・
職
員
の
意
見
・
構
想
が
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。 

厚
生
省
は
一
九
九
五
年
一
月
二
十
三
日
、
厚
生
省
所
管
の
七
国
立
試
験
研
究
機
関
の
組
織
再
編
計
画
の
骨
子
「
二
十
一
世
紀

に
向
け
た
厚
生
科
学
研
究
の
総
合
的
推
進
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
続
け
て
厚
生
省
厚
生
科
学
課
は
三
月
六
日
と
四
月
十
一
日

の
厚
生
科
学
課
に
よ
る
「
国
立
試
験
研
究
機
関
の
重
点
整
備
・
再
構
築
（
案
）
」
を
提
示
し
た
（
以
下
一
括
し
て
「
再
編
案
」

と
呼
ぶ
）
。 国

立
公
衆
衛
生
院
、
人
口
問
題
研
究
所
、
国
立
多
摩
研
究
所
の
統
廃
合
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

わ
れ
、
国
民
的
な
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。 

と
り
わ
け
、
①
国
立
公
衆
衛
生
院
の
廃
止
、
②
人
口
問
題
研
究
所
と
特
殊
法
人
社
会
保
障
研
究
所
と
の
統
合
、
③
国
立
多
摩

研
究
所
と
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
と
の
統
合
、
と
い
う
三
つ
の
統
廃
合
案
に
は
、
当
該
各
職
員
の
み
な
ら
ず
国
民
の
各
界
、
各

方
面
か
ら
驚
き
と
大
き
な
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

以
上
の
立
場
に
た
っ
て
、
次
の
事
項
を
質
問
す
る
。 

一 

国
立
公
衆
衛
生
院
の
廃
止
に
関
し
て 

1

 

「
公
衆
衛
生
」
の
理
念
と
国
立
公
衆
衛
生
院
の
組
織
に
つ
い
て 

(2)

 

「
公
衆
衛
生
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
人
間
の
ま
た
人
間
社
会
の
健
康
を
願
う
す
べ
て
の
人
々
（
ヒ
ト
の
健
康
に
関
わ

る
す
べ
て
の
職
種
及
び
市
民
）
が
共
同
で
取
り
組
む
、
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
国
の
公
的
責
任

（
公
共
性
）
並
び
に
総
合
性
（
学
際
性
）
と
い
う
要
素
を
含
む
「
公
衆
衛
生
」
と
い
う
言
葉
は
、
他
の
ど
ん
な
類
語 

(1)

 

日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
は
、
国
民
の
生
存
権
の
保
障
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
同
条
第
二
項
は
、
そ
の
生
存
権
を

具
現
す
る
た
め
の
三
大
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
一
つ
と
し
て
「
公
衆
衛
生
」
を
掲
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
公
衆
衛

生
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
国
民
の
健
康
に
対
す
る
国
の
公
的
責
任
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

四 

 



 

(6)

 

公
衆
衛
生
教
育
の
面
か
ら
見
る
と
、
国
立
公
衆
衛
生
院
は
日
本
に
お
け
る
唯
一
の
総
合
的
な
公
衆
衛
生
教
育
機
関
で

あ
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
か
ら
も
日
本
に
お
け
る
唯
一
の
公
衆
衛
生
大
学
院
（
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
パ
ブ
リ

ッ
ク
ヘ
ル
ス
）
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
修
業
者
は
二
万
六
千
人
を
超
え
、
公
衆
衛
生
の
各
分
野
に 

(5)

 

公
衆
衛
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
国
立
公
衆
衛
生
院
の
廃
止
・
解
体
は
、
憲
法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
違
反
し
な

い
と
い
え
る
か
。 

(4)

 

国
立
公
衆
衛
生
院
は
先
に
述
べ
た
公
衆
衛
生
の
総
合
性
を
担
保
す
る
た
め
に
①
情
報
政
策
系
、
対
人
保
健
系
、
環
境

衛
生
系
な
ど
公
衆
衛
生
の
全
部
門
を
そ
ろ
え
、
か
つ
②
研
究
と
教
育
を
一
体
化
す
る
、
と
い
う
理
念
に
も
と
づ
い
て
設

立
さ
れ
、
今
日
ま
で
わ
が
国
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
一
大
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進

の
た
め
に
、
ま
た
公
衆
衛
生
の
国
際
協
力
の
た
め
に
、
今
後
と
も
国
立
公
衆
衛
生
院
を
存
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

(3)
 

憲
法
第
二
十
五
条
第
二
項
は
「
国
は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い

る
。
国
が
こ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、
今
後
と
も
厚
生
省
に
お
い
て
公
衆
衛
生
の
研
究
・
教
育
が
推
進
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

（
た
と
え
ば
、
保
健
医
療
、
地
域
保
健
、
健
康
科
学
な
ど
）
に
よ
っ
て
も
置
き
換
え
の
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

2 

国
立
公
衆
衛
生
院
の
移
転
に
つ
い
て 

(2) 

特
に
国
立
公
衆
衛
生
院
の
場
合
、
特
々
会
計
に
お
け
る
土
地
の
評
価
額
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
極
端
に
低
く
、
特
々

会
計
だ
け
で
は
不
足
し
、
移
転
に
は
一
般
会
計
予
算
も
必
要
と
い
う
。
現
在
の
建
物
で
十
分
間
に
合
う
と
い
う
の
に
、

移
転
と
な
る
と
、
職
員
百
人
ほ
ど
の
施
設
を
東
京
都
港
区
白
金
台
か
ら
埼
玉
県
和
光
市
ま
で
直
線
距
離
に
し
て
わ
ず
か

一
〇
キ
ロ
ほ
ど
移
転
さ
せ
る
だ
け
な
の
に
、
数
百
億
円
の
国
費
が
必
要
と
な
る
。
財
政
難
の
お
り
、
一
九
八
八
年
の
閣

議
決
定
に
機
械
的
に
従
っ
て
不
要
不
急
と
思
え
る
移
転
を
行
う
の
は
、
適
正
な
国
費
の
支
出
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い 

(1) 

一
九
八
八
年
当
時
は
い
わ
ゆ
る
「
バ
ブ
ル
」
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
「
バ
ブ
ル
」
経
済
の
崩
壊
、
政
府
内
に
お
け

る
首
都
移
転
論
議
の
高
ま
り
な
ど
社
会
情
勢
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
て
い
る
。
特
々
会
計
（
現
在
地
の
売
却
に
よ
り

移
転
費
用
を
捻
出
）
を
前
提
と
し
た
一
九
八
八
年
の
閣
議
決
定
「
国
の
行
政
機
関
等
の
地
方
移
転
」
は
、
「
バ
ブ
ル
」

崩
壊
に
よ
る
都
心
の
土
地
の
値
下
が
り
に
よ
り
前
提
が
崩
れ
て
お
り
、
ま
た
政
府
内
の
首
都
移
転
推
進
論
議
と
整
合
性

を
欠
く
な
ど
現
実
に
合
わ
な
く
な
っ
て
お
り
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

お
い
て
活
躍
し
て
き
た
。
国
立
公
衆
衛
生
院
を
廃
止
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
公
衆
衛
生
教
育
の
水
準
・
内
容
が
大
き
く
後

退
し
、
地
方
自
治
体
や
国
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

六 

 



 

二 

人
口
問
題
研
究
所
の
統
廃
合
に
関
し
て 

1 

一
九
九
四
年
の
国
連
主
催
の
国
際
人
口
・
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
会
議
）
は
、
人
口
研
究
の
重
要
性
を
各
国
政
府
に
勧
告 

(6) 

一
九
八
八
年
の
閣
議
決
定
に
よ
り
移
転
対
象
機
関
と
さ
れ
た
七
十
九
機
関
中
、
予
め
移
転
を
計
画
し
て
い
た
機
関
を

除
い
て
、
未
解
決
の
問
題
を
い
く
つ
も
抱
え
て
い
る
国
立
公
衆
衛
生
院
の
移
転
の
み
急
ぐ
の
は
合
点
が
い
か
な
い
。
少

な
く
と
も
上
記
の
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
、
移
転
の
予
算
化
は
見
送
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

(5) 

再
編
案
に
基
づ
く
移
転
は
即
、
国
立
公
衆
衛
生
院
の
廃
止
・
解
体
の
実
現
で
あ
り
、
再
編
案
に
つ
い
て
職
員
の
十
分

な
納
得
な
し
に
移
転
が
な
さ
れ
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。
職
員
と
の
十
分
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

(4) 

一
九
八
八
年
の
閣
議
決
定
に
よ
り
移
転
対
象
機
関
と
さ
れ
た
の
は
国
立
公
衆
衛
生
院
で
あ
っ
て
、
再
編
案
に
よ
り
国

立
公
衆
衛
生
院
が
廃
止
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
移
転
は
自
体
が
白
紙
に
戻
る
の
で
は
な
い
か
。 

(3) 
国
立
公
衆
衛
生
院
の
現
在
の
建
物
は
、
日
本
建
築
学
会
が
保
存
必
要
建
物
に
指
定
す
る
な
ど
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
価
値
あ
る
文
化
財
で
あ
り
、
移
転
の
前
に
保
存
問
題
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。 

か
。 

七 

 



 

3 

世
界
に
お
い
て
持
続
的
な
経
済
開
発
・
環
境
保
全
と
爆
発
的
に
増
加
す
る
人
口
と
の
調
和
と
い
う
難
問
、
国
内
に
お
い

て
は
少
子
化
・
人
口
高
齢
化
と
い
う
難
問
に
直
面
し
て
い
る
現
在
、
人
口
問
題
研
究
は
独
自
の
、
し
か
も
今
後
い
っ
そ
う

重
要
性
を
増
す
研
究
分
野
で
あ
り
、
社
会
保
障
研
究
に
統
合
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

2 

特
殊
法
人
社
会
保
障
研
究
所
と
統
合
す
る
理
由
は
何
か
。
社
会
保
障
研
究
が
必
要
で
あ
る
の
な
ら
ば
本
来
、
社
会
保
障

研
究
所
自
体
を
充
実
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
理
由
は
な
い
。「
行
政
改
革
」
の
名
目
で
特
殊
法
人
社
会

保
障
研
究
所
を
「
廃
止
」
し
た
と
み
せ
か
け
て
国
に
繰
り
入
れ
る
の
は
、
ニ
セ
「
行
政
改
革
」
で
あ
り
、
国
民
を
愚
弄
す

る
も
の
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
や
そ
の
分
の
定
員
を
現
在
の
七
試
験
研
究
機
関
の
定
員
で
ま
か
な
う
の
は
、
従
来
の
七
試

験
研
究
機
関
が
責
務
と
し
て
担
っ
て
き
た
分
野
の
研
究
水
準
を
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
厚
生
行
政
の
後
退
で
は
な
い

か
。 

し
て
お
り
、
わ
が
国
政
府
も
こ
の
分
野
で
の
国
際
貢
献
を
公
約
し
て
い
る
（
河
野
副
総
理
兼
外
務
大
臣
演
説
＝
一
九
九
四

年
九
月
六
日
）
。
こ
の
よ
う
に
国
際
的
に
も
人
口
研
究
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を
強
め
て
い
く
中
で
、
現
在
わ
が
国
で

唯
一
の
総
合
的
人
口
研
究
機
関
で
あ
る
人
口
問
題
研
究
所
は
そ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
を
充
実
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。 

八 

 



 

三 

国
立
多
摩
研
究
所
の
統
廃
合
に
関
し
て 

3 

国
立
多
摩
研
究
所
が
ハ
ン
セ
ン
病
単
一
疾
患
研
究
所
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
隣
接
し
て
設
立
さ
れ
た
歴
史
的
経

緯
が
あ
る
。
ま
た
大
学
等
で
の
ら
い
研
究
施
設
は
研
究
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
閉
鎖
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。 

2 

国
立
多
摩
研
究
所
の
現
在
の
組
織
・
定
員
と
予
算
を
維
持
・
継
続
し
、
現
在
地
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
」
と
し
て
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
多
く
の
反
対
意
見
や
ら
い
研
究
が
縮
小
さ
れ
る
と
の
危
惧
の
指
摘
が
あ
る

の
に
、
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
と
統
合
し
支
所
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 

1 
世
界
に
は
約
千
二
百
万
人
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
お
り
、
新
患
発
生
も
約
六
十
九
万
人
で
減
少
傾
向
に
は
な
い
。
人
類

を
ハ
ン
セ
ン
病
か
ら
解
放
す
る
た
め
、
「
ら
い
の
免
疫
機
構
の
解
明
」
「
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
」
「
ら
い
末
梢
神
経
障

害
の
研
究
」
「
早
期
診
断
技
術
の
開
発
」
「
新
治
ら
い
薬
の
開
発
」
な
ど
解
決
す
べ
き
研
究
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

が
、
「
ら
い
研
究
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

「
厚
生
科
学
研
究
の
大
い
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て
・
新
た
な
重
点
研
究
分
野
の
設
定
と
推
進
（
厚
生
科
学
会
議
）
」
で

「
感
染
症
、
多
剤
耐
性
の
結
核
菌
に
関
す
る
研
究
」
の
重
点
化
を
答
申
し
て
い
る
が
「
結
核
・
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
」
研 

九 

 



 

 

一
〇 

究
は
、
本
来
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
で
強
化
す
べ
き
も
の
で
、
な
ぜ
「
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
職
務
と
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


